
- 1 -

道路建設事業の再評価項目調書

事 業 名 一般国道３７３号 志戸坂峠道路 事 業 主 体 中国地方整備局
しとさかとうげ

所 在 地 岡山県英田郡西粟倉村影石 ～ 鳥取県八頭郡智頭町市瀬
あ い だ にしあわくらそんかげいし や ず ちづちょういちのせ

事 業 概 要 一般国道３７３号は、兵庫県赤穂市を起点とし、鳥取市へ至る延長約７０ｋｍの主
あ こ う

要幹線道路である。

志戸坂峠道路は一般国道３７３号の岡山・鳥取県境に位置し、現道の隘路区間の解
しとさかとうげ

消、冬期交通の安全確保を目的とした延長１７．９ｋｍの道路である。

事 業 着 手 昭和５２年度

総 事 業 費 約９００億円 既 投 資 額 平成１４年度末まで

約５５０億円（進捗率６１％）

再 ① 事 業 ア)事業をめぐる社会情勢等の変化

評 の 必 要 当該路線は、鳥取と京阪神を結ぶ重要な幹線道路であるが、平面・縦断線形ともに

価 性 に 関 劣悪な状況であり、車輌のすれ違い困難な箇所が存在するとともに、冬期には降雪に

の す る 視 よる通行障害が発生しており、交通安全の確保が急務となっている。

視 点

点

（ ） （ ）イ)費用便益分析 残事業 ／ 事業全体

道路事業に要する費用 道路整備による効果

・総費用 ①走行時間短縮便益
評価対象期間内 ４２２／１，１７４億円

＝整備期間＋４０年
②走行経費減少便益

総事業費 ９００億円 ６４／ １３０億円
残区間整備に必要な事業費 ２８７億円

→現在価値換算事業費 ③交通事故減少便益
２３１／１，０７６億円 １２／ ２４億円

①事業費 総便益（Ｂ）
２３１／１，０７６億円 ①＋②＋③＝

②維持管理費 ４９８／１，３２８億円
２９／ １２４億円

総費用（Ｃ）
①＋②＝ ２６０／１，２００億円

費用便益分析の結果 前回評価時 Ｂ／Ｃ＝ － ／ －
今回評価 Ｂ／Ｃ＝ １．９／１．１

「費用便益分析マニュアル」による

(H15.8.1付国都街第39号、国道分評第15号通達)

※便益算出の基となる交通量推計については、現在全国で高速自動車国道の整備方針を含

め見直しが進められており、今回のＢ／Ｃは暫定値として示したものである。
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事 業 名 一般国道３７３号 志戸坂峠道路 事 業 主 体 中国地方整備局
しとさかとうげ

再 ① 事 業 ウ）事業の効果

評 の 必 要 ・円滑なモビリティの確保

価 性 に 関 （鳥取市から京阪神への高速バスの所要時間短縮など、利便性の向上が見込

の す る 視 まれる）

視 点 ・国土･地域ネットワークの構築

点 （中国横断自動車道（姫路・鳥取線）と一体的に機能する自動車専用道路と

なる）

・災害への備え

（防災要対策箇所の回避が可能となる）

エ)事業の進捗状況

１．主な経緯

昭和５２年度 事業着手（西粟倉～尾見間）
にしあわくら お み

昭和５２年度 用地買収着手（西粟倉～尾見間）
にしあわくら お み

昭和５２年度 工事着手（西粟倉～尾見間）
にしあわくら お み

昭和５６年１２月 県境部（坂根～駒 帰間）供用 Ｌ＝２．５ｋｍ
さ か ね こまがえり

平成 ３年度 事業着手（尾見～智頭間）
お み ち づ

平成 ６年１２月 西粟倉～坂根供用 Ｌ＝３．２ｋｍ
にしあわくら さ か ね

平成 ７年度 用地買収着手（尾見～智頭間）
お み ち づ

平成 ９年 ４月 駒 帰～尾見供用 Ｌ＝４．３ｋｍ
こまがえり お み

平成 ９年度 工事着手（尾見～智頭間）
お み ち づ

平成１０年度 事業再評価

２．事業の進捗状況

○工事の進捗状況

再評価時の工事進捗率は約３８％であったが、順次整備を図り、平成１４年度

末までの進捗率は約６１％である。

○用地補償の状況

再評価時の用地進捗率は約５９％であったが、用地買収を促進し、平成１４年

度末までに約７５％の用地買収を完了している。
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事 業 名 一般国道３７３号 志戸坂峠道路 事 業 主 体 中国地方整備局
しとさかとうげ

再 ② 事 業 ・用地の進捗見込み

評 進 捗 の 現在、智頭ＩＣ（仮称）アクセス部の用地買収を促進しているところであり、平

価 見込み 成１５年度末には、約９０％の進捗率となる見込みである。

の

視 ・工事の進捗見込み

点 現在、尾見ＩＣ（仮称）～智頭ＩＣ（仮称）間の工事を促進しているところであ

り、平成１５年度末には約６７％の進捗率となる見込みである。

③ コ ス ・扁平なトンネル断面を採用し、内空断面を縮小することにより、コスト縮減を図っ

ト 縮 減 ている。

や 代 替 ・鋼橋上部工に耐候性鋼材の採用により、鋼橋を無塗装化することにより、コストの

案 の 可 縮減を図っている。

能性 ・鋼橋の主桁本数の少数化を図り、コスト縮減を図っている。

・建設副産物の発生抑制（建設残土の現場内流用）や再生材（再生骨材等）利用等に

より、コスト縮減に努めている。

、 、 、 。・また ① ②の視点による再評価より 代替案を検討する必要はないと考えている

今後の対応 ・事業継続

方針 平成１８年度の尾見ＩＣ（仮称）から智頭ＩＣ（仮称）間の供用を目指し事業を推

進する。



一般国道３７３号

志戸坂峠道路
一般国道３７３号

志戸坂峠道路

平成１６年１月

国土交通省中国地方整備局

平成１６年１月

国土交通省中国地方整備局
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事業概要
■標準横断図

志戸坂峠道路　Ｌ＝１７．９ｋｍ

・計画延長 Ｌ＝17.9km

・幅　　員 Ｗ＝10.5ｍ

・道路区分 第１種第３級

・設計速度 Ｖ＝80km/h

未供用区間　Ｌ＝８．３ｋｍ 供用済区間　Ｌ＝９．６ｋｍ
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一般部 橋梁部

アクセス部

Ｌ＝１．３km

Ｌ＝０．６km

・起終点
　　　　　　　　　　　　　　あいだぐん　 にしあわくらそん　かげいし　

　(自)岡山県英田郡西粟倉村影石
　　　　　　　　　　　　　 　やずぐん　　ちづちょう　 いちのせ

　(至)鳥取県八頭郡智頭町市瀬



現道の状況 劣悪な道路線形

○鳥取・岡山県境付近は狭隘な地形に位置するため、最小曲線半径Ｒ＝30ｍ、
最急勾配5.4％と道路線形が劣悪な状況である。

供用済区間　Ｌ＝９．６ｋｍ未供用区間　Ｌ＝８．３ｋｍ

志戸坂峠道路　Ｌ＝１７．９ｋｍ

R=90m

R=70m

R=30m

i=5.4%

供用済み区間の旧道部分
●R=150未満 → 18箇所
●最小曲率半径 ： R=32m
●最急勾配 ： i=7.6%

Rmin=30m　馬渡瀬橋地点

アクセス部

Ｌ＝１．３ｋｍ

R=90m

見通しの悪いR=100m以下の
カーブが連なる篠坂付近

Ｌ＝０．６km

R=100m

R=120m未供用区間
●R=150未満 → 6箇所
●最小曲率半径 ： R=30m
●最急勾配 ： i=5.4%



現道の状況 重要な幹線道路・通行の障害

○当該路線は、鳥取と京阪神を結ぶ重要な幹線道路であるが、冬期に路面凍結
　や積雪による通行障害や事故による長時間の通行止めが発生し、広域交通に
　支障が生じている。さらに、幅員狭小、歩道未整備等により、地域生活に影
　響を及ぼしている。

供用済区間　Ｌ＝９．６ｋｍ未供用区間　Ｌ＝８．３ｋｍ

志戸坂峠道路　Ｌ＝１７．９ｋｍ

異常気象時事前通
行止区間（旧道）

防災点検要対策箇所
（落石・崩壊）旧道

W=5.0m区間

防災点検
　　要対策箇所
（落石・崩壊）

冬期の降雪による通行障害
車輌すれ違い困難な区間

アクセス部

Ｌ＝１．３ｋｍ
Ｌ＝０．６km

通学児童の横を大型車が通過

★積雪でスリップした
タンクローリー車が水田に転落
　 → ２時間半通行止め



整備効果

○当該区間で、約６分の時間短縮が可能となる。
○線形不良区間の回避が可能となり、幹線道路としての機能が確保
　されるとともに、沿道の交通環境の大幅な改善が図られる。

時間短縮時間短縮

（未供用区間）（未供用区間）

通学児童の横を大型車が通過 車輌すれ違い困難な区間

約12分

約６分約６分短縮

智
頭
町
市
瀬

智
頭
町
尾
見

国道373号経由（現在）

志戸坂峠道路経由（供用後）

交通機能の確保（供用区間）




